
第３３回群馬県スポーツ少年団空手道交流大会 

兼第４１回関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会 第１８回群馬県予選会 

実 施 要 項 

 

１ 趣   旨    県下の空手道を愛好するスポーツ少年団員を一堂に会し、技術の向上と競技の喜びを体験させるととも

に、団員相互の交流を図り、少年スポーツの健全な発展に寄与することを目的とする。 

 

２ 主   催   公益財団法人群馬県スポーツ協会 群馬県スポーツ少年団 

 

３ 後   援   群馬県、群馬県教育委員会、上毛新聞社、群馬テレビ、群馬県武道振興会 

 （予   定） 

 

４ 主   管   群馬県空手道連盟、群馬県スポーツ少年団空手道専門部会 

 

５ 日   時   令和４年５月５日（木） 受付 午前９：００～ 

 

６  会   場   ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんま武道館 

           住 所 前橋市関根町８００   電 話 ０２７－２３４－５５５５ 

 

７ 種   目   計 24種 

           ◆組手競技（小学生全学年別男女別）計 12種 

                （中学生全学年別男女別）計 6種 

           ◆形競技 （小学生 4年～6年男女別）計 6種 

 

８ 競 技 規 定   （公財）全日本空手道連盟競技規定に準ずる。 

及び         （1）組手競技 

  競 技 方 法   ①競技時間は１分３０秒のフルタイムとする。 

但し、小学１・２年生は、１分のフルタイムとする。 

          ②勝敗は、６ポイント先取り、同点の場合は「先取」、「先取」がない場合は判定により勝敗を決する。 

          ③蹴り技は認めるが、足払いは全て禁止とする。 

 

（2）形競技 

          ①競技はトーナメント方式で行う。 

          ②演武は２名同時に行う。決勝戦のみ１名ずつ行うものとする。 

          ③ベスト８決定までは、全空連指定の「基本形」の中から選定し、演武する。 

           同じ形を繰り返し演武できるものとする。 

          ④ベスト８以上は、全空連第１指定形、第２指定形の中から選定し、演武する。 

           同じ形を繰り返し演武できるものとする。 

 

 

9  参 加 資 格   (1)日本スポーツ少年団に登録済みの、団員及び指導者であること。 

                     (2)申込責任者・監督及び指導者のうち２名は、スポーツ少年団の理念を学んだ指導者（コーチングア

シスタントやスタートコーチ（スポーツ少年団）、認定育成員または認定員の有資格者）であることと

する。 

            なお、理念を学んだ指導者が２名に満たない団においては、スポーツ少年団登録をした理念なしの指

導者や役員・スタッフであっても参加できることとする。 

           ただし、県大会において、関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会予選会に該当する競技について

は、開催主催県の実施要項の内容により推薦できない場合もある。 

          (2)スポーツ傷害保険に加入済みであること。 

          (3)参加者は保護者の承認を得たものとする。 

 

 

10 参 加 料   参加料１人 2，000円、道場負担金 2，000円を、４月５日（火）までに下記口座へ振込むこと。 

なお、振込手数料は申込者が負担すること。 

〈参加料等振込先〉 

・銀行名：群馬銀行 高崎東支店 

・口座番号：普通預金 ０７８８５５１ 

・名義：群馬県スポーツ少年団空手道専門部 部会長 古稲勝彦 

 

 



 

11 出 場 制 限   (1)個人組手は、各学年 2名以内とする。 

          (2)個人形は、小学 4、5、6年生とし、各学年 2名以内とする。 

          (3)同一選手が両種目に出場することができない。 

 

12 審 判 員   群馬県空手道連盟公認審判員 

 

13 表   彰   各種別とも 3位まで表彰する。（３位までにトロフィーを授与する。） 

 

14 関東ブロック  小学 4・5・6年生、男女上位 2名は、9月 18日(日)～19日(月)に神奈川県で開催される第 41回関東ブロ 

大会出場権   ックスポーツ少年団競技別交流大会の出場権を得る。 

        出場権を獲得した場合は必ず参加するものとする。 

 

15 申 込 方 法   (1)単位団申込期日 各市町村で設定 

            市町村申込期日 4月 5日(火) （以降、一切受け付けません。） 

                    (2)申込方法及び申込先 各単位団は下記 2カ所に申し込むこと。 

           ①群馬県空手道連盟 

            『申込シート』は、群馬県空手道連盟のホームページからダウンロードしてください。送付先アドレ

スは、大会申込み memoのシートにあります。 

 〈申込受付担当者〉 

〒370－0852 高崎市中居町 3-22-5 

矢澤 克敏 宛  090-9010-3866 

                     ②各市町村スポーツ少年団事務局 

            各市町村のスポーツ少年団窓口に確認の上、申し込んでください。 

 

          (3)各市町村スポーツ少年団事務局は押印の上、上記①宛てに申し込むこと。 

 

 

16 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策 

   本大会は、群馬県作成の「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」および公益財団法人全日本空手

道連盟作成の「感染拡大防止ガイドライン（大会用）」をもとに、下記のとおり感染拡大防止対策を実施する。 

(1) 参加チームは、引率者・監督・コーチ・選手・補助員・保護者で、当日来場する参加者全員の「健康状態申告書」を

一括して大会受付にて提出すること。 

(2) 各参加選手１名に伴って入場できる観戦者は２名まで（大人でも子どもでも１名カウント）とし、事前に参加申込書

と共に観戦者申込書を提出した者のみ入場可能とする。なお、観戦者申込書を１枚コピーし当日持参すること。 

(3) 試合中を除き、原則マスクを着用すること。当日未着用者は会場への入場を認めず、配布も行わない。 

(4) 会場内では、いかなる場面においても密集・密接を避け（他の人との前後左右の距離を極力２ｍとる）、特に対面で

の会話や接触行為（握手、ハイタッチ、ハグ等）や声を出しての応援は禁止とする。 

(5) 会場内での水分補給を除く飲食は原則禁止とする。 

(6) 各自ごみ袋を持参し、ごみを持ち帰ること。 

(7) 大会当日は、待機場所や観戦場所、動線誘導等、大会運営員の指示を遵守すること。 

(8) 大会当日や大会日から１４日以内に３７．５度以上の発熱や風邪、咳、痰、胸部不快感、強いだるさや倦怠感および

味覚・嗅覚を感じない等の症状がある場合には、参加を認めない。 

(9) 大会日から１４日以内に、新型コロナウイルス感染症の感染者との濃厚接触のある場合は、参加を見合わせること。 

(10)大会参加者に感染が判明した場合、速やかに群馬県スポーツ少年団本部（℡027-234-5555）に連絡すること。その

際、感染者の健康状態申告書に記載された情報を関係機関に公表する場合がある。 

(11)大会会場に入場できるのは、事前に申込のされている引率者・監督・コーチ・選手・保護者のみとし、申込のない者

の入場は認めない。（各団は周知徹底を図ること。） 

(12)健康状態申告書に記入された内容の虚偽や、大会運営において著しい妨害行為（マスク未着用、大会運営員の指示に

従わない等）が認められた参加者ならびにチームに、大会参加の取り消しや以降の活動へのペナルティを課す場合が

ある。 

 

 

 

17 そ の 他    (1)参加にあたっては、全日本空手道連盟検定品の安全具を装着すること。 

            ニューメンホー（Ⅴ～Ⅶ）・拳サポーター（赤・青）・ボディープロテクター（女子のチェストプロ

テクター）・セーフィーカップ（男子のみ、少学２年生以下は指導者の判断に委ねる）・インステッ

プガード・シンガード 

                       ※拳サポーターについては、小学生は小学生用リバーシブルとし、中学生は赤・青の全空連検定品と

する。 



          (2)出場選手は、白布で作成した胸マーク（胸マークサンプルページ参照）を左胸にしっかりつけるこ

と。つけていない選手は反則とする。但し、選手の体格により、若干の大きさの変更は認めるものと

する。（胸マークの他、スポーツ少年団団員証以外はつけてはならない。） 

           ※胸マークについて、中学生については所属中学校名あるいは所属道場名でも可とする。群馬県空手道

連盟の大会出場予定者は参加条件に従うこと。 

          (3)組手に出場する選手はマウスシールドを着用すること。 

(4)試合中にマスクをしまう袋を持参し、マスクを外す時はその袋にしまうこと。 

(5)形に出場する選手で、気合いを出す場合はマスクを着用して競技すること。 

                  (6)応急処置は大会事務局で行うが、その後の処置については、各自で行うこと。 

          (7)参加単位団は補助員 2名を出すこと。 

          (8) 新型コロナウイルス感染症の拡大等により、群馬県の警戒レベルの引き上げや施設の利用制限の変更

等が生じた場合には、大会開催を中止する場合がある。 


